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１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 1,189 9.2 5 － 7 － △4 － 

28年３月期第１四半期 1,089 0.2 △4 － △2 － △12 － 

（注）包括利益 29年３月期第１四半期 △3 百万円 （－％） 28年３月期第１四半期 △10 百万円 （－％）

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭 

29年３月期第１四半期 △0.35 － 

28年３月期第１四半期 △1.11 － 

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第１四半期 4,136 3,455 78.2 277.87 

28年３月期 4,130 3,462 78.4 278.23 

（参考）自己資本 29年３月期第１四半期 3,232 百万円 28年３月期 3,236 百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
28年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
29年３月期 － 
29年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 5,400 9.0 310 1.6 310 1.0 180 0.0 15.47 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無  

当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料Ｐ．３

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無 

④  修正再表示                                  ： 無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期１Ｑ 14,028,700 株 28年３月期 14,028,700 株 

② 期末自己株式数 29年３月期１Ｑ 2,395,400 株 28年３月期 2,395,400 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 11,633,300 株 28年３月期１Ｑ 11,633,300 株 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連

結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たって

の注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、中国経済の先行きへの不安や欧州での政治的混乱が影響

し、円高、株安の傾向が進んで不確実性が増大しました。インターネット業界においては、スマートフォンやタブ

レットの需要に落ち着きが見える一方、4Kテレビの需要が増加していることや、VR（仮想現実）関連のハードウェ

アや関連サービスが成長性のある市場として注目を集めました。こうした環境下、当社グループでは、主力サービ

スであるEquipmediaや、動画広告等成長性の高い市場開拓のための投資を進めつつ、ライブ配信、スマートフォン

向け配信関連等の堅調な需要があるサービスの販売に注力いたしました。

 販売面においては、医薬系の業界を中心としたライブ配信や付随するコンテンツ制作等の案件の需要が堅調とな

り、その他の業界における受注もおおむね安定して増収基調で推移しました。制作系子会社における映像制作受注

は軟調に推移しました。

 費用面では、案件増に伴い外注費が増加しましたが、子会社における要員効率化等の効果もあり原価率の抑制が

できました。販売費及び一般管理費については、営業強化や新規事業開拓のための体制強化や昨年度実施した増床

の影響等により増加しました。

 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、連結売上高1,189百万円（前年同期比9.2％増）、連結営業利

益５百万円（前年同期は連結営業損失４百万円）、連結経常利益７百万円（前年同期は連結経常損失２百万円）、

親会社株主に帰属する四半期純損失４百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失12百万円）となりま

した。

 

 セグメントの売上は次のとおりであります。 

 

（配信事業） 

 配信事業は、当社グループが保有する配信インフラ、ネットワーク、ソフトウェア資産を顧客に提供し、利用料

を得る事業です。PC、携帯電話、タブレット端末、スマートフォン等の各種端末を対象とするライブ及びオンデマ

ンドストリーミング、ダウンロードサービスや、配信に伴って利用される付随する各種アプリケーションの提供等

が含まれます。

 当第１四半期連結累計期間においては、医薬系業界の企業によるオンライン講演会等の情報提供に関連するライ

ブ配信案件の受注が前年に比べ改善しました。オンデマンド配信についても、全般的に案件の積み増しが図れたほ

か、前期末に子会社化し期初に吸収合併を実施した配信系子会社の売上が加わり増収となりました。これらの結

果、当事業の売上高は709百万円（前年同期比15.9％増）となりました。

 

（制作・システム開発事業） 

 制作・システム開発事業は、ウェブサイトやシステム、コンテンツ等の制作・開発を顧客から受託し、成果物を

提供する事業です。配信する映像等コンテンツの制作や、コンテンツを視聴する受け皿となるウェブサイトの制

作、顧客が一般消費者向けに展開するコンテンツ配信ビジネスや情報提供サイトのシステム開発、更にこれらの運

用受託等が含まれます。

 当第１四半期連結累計期間においては、メーカーのブランドサイトの制作や会社紹介等の映像制作で比較的大型

の案件が獲得できましたが、子会社における収録や編集といった映像制作や、UI構築関連の売上が低調となりまし

た。これらの結果、当事業の売上高は452百万円（前年同期比0.6％減）となりました。

 

（その他） 

 その他の売上には案件の進行に伴い随時発生する、上記２事業にあてはまらない売上が含まれます。当第１四半

期連結累計期間におけるその他の売上高は、広告に関連するものを中心とし、27百万円（前年同期比26.9%増）と

なりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は3,135百万円となり、前連結会計年度末に比べ23百万円減少い

たしました。これは受取手形及び売掛金の減少によるものであります。固定資産は1,001百万円となり、前連結会

計年度末に比べ29百万円増加いたしました。これは主に無形固定資産が26百万円増加したことによるものであり

ます。 

 この結果、総資産は、4,136百万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円増加いたしました。 
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（負債） 

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は680百万円となり、前連結会計年度末に比べ11百万円増加いたし

ました。これは主に未払賞与の増加によるものであります。 

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は3,455百万円となり、前連結会計年度末に比べ６百万円減少

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純損失４百万円の計上によるものであります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年４月28日に公表致しました連結業績予想から修正はございません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,172,484 1,259,639 

受取手形及び売掛金 929,933 678,342 

仕掛品 28,835 64,242 

預け金 900,000 1,000,000 

その他 131,386 142,776 

貸倒引当金 △3,538 △9,639 

流動資産合計 3,159,101 3,135,361 

固定資産    

有形固定資産 311,399 316,057 

無形固定資産    

のれん 75,162 80,904 

ソフトウエア 427,574 448,521 

その他 8,905 8,759 

無形固定資産合計 511,642 538,185 

投資その他の資産    

投資有価証券 12,229 12,087 

その他 137,419 135,528 

貸倒引当金 △1,000 △654 

投資その他の資産合計 148,648 146,961 

固定資産合計 971,691 1,001,204 

資産合計 4,130,793 4,136,566 

負債の部    

流動負債    

未払金 314,268 231,186 

未払法人税等 66,253 14,109 

賞与引当金 15,944 22,754 

その他 162,637 298,096 

流動負債合計 559,104 566,147 

固定負債    

退職給付に係る負債 13,939 14,273 

資産除去債務 22,424 22,533 

その他 73,281 77,668 

固定負債合計 109,645 114,474 

負債合計 668,749 680,621 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,182,379 2,182,379 

資本剰余金 626,241 626,241 

利益剰余金 887,005 882,935 

自己株式 △459,182 △459,182 

株主資本合計 3,236,444 3,232,373 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 321 222 

その他の包括利益累計額合計 321 222 

非支配株主持分 225,278 223,348 

純資産合計 3,462,043 3,455,944 

負債純資産合計 4,130,793 4,136,566 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,089,107 1,189,132 

売上原価 645,722 683,552 

売上総利益 443,384 505,580 

販売費及び一般管理費 448,176 499,793 

営業利益又は営業損失（△） △4,791 5,787 

営業外収益    

受取利息 1,846 1,417 

その他 581 550 

営業外収益合計 2,428 1,968 

営業外費用    

支払利息 481 400 

その他 48 － 

営業外費用合計 529 400 

経常利益又は経常損失（△） △2,893 7,354 

特別損失    

固定資産除却損 － 24 

特別損失合計 － 24 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△2,893 7,330 

法人税、住民税及び事業税 3,016 8,906 

法人税等調整額 4,386 1,465 

法人税等合計 7,402 10,372 

四半期純損失（△） △10,295 △3,041 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,672 1,029 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △12,968 △4,070 

 

 

 

 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △10,295 △3,041 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 268 △98 

その他の包括利益合計 268 △98 

四半期包括利益 △10,027 △3,139 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,699 △4,168 

非支配株主に係る四半期包括利益 2,672 1,029 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  配信 

制作・ 
システム 
開発 

計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
612,251 455,416 1,067,667 21,439 1,089,107 － 1,089,107 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

13,307 5,142 18,450 338 18,788 △18,788 － 

計 625,559 460,558 1,086,117 21,778 1,107,896 △18,788 1,089,107 

セグメント利益

又は損失（△） 
181,524 △11,978 169,546 4,836 174,382 △179,174 △4,791 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、案件受注に伴い発生するドメ

インの手配代行、機器販売等を含んでおります。

   ２．セグメント利益の調整額△179,174千円は配賦不能営業費用となります。主なものは、総務・経理部門等

の管理部門に係る費用及び研究開発費等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  配信 

制作・ 
システム 
開発 

計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
709,298 452,628 1,161,926 27,206 1,189,132 － 1,189,132 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

14,029 4,376 18,406 293 18,700 △18,700 － 

計 723,327 457,005 1,180,333 27,499 1,207,833 △18,700 1,189,132 

セグメント利益

又は損失（△） 
217,713 △15,862 201,850 △15,683 186,166 △180,379 5,787 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告関連や案件受注に伴い発

生するドメインの手配代行、機器販売等を含んでおります。

   ２．セグメント利益の調整額△180,379千円には、セグメント間取引△383千円及び配賦不能営業費用

△179,995千円が含まれております。配賦不能営業費用の主なものは、総務・経理部門等の管理部門に係る

費用及び研究開発費等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（企業結合等関係）

共通支配下の取引等 

１．取引の概要 

（1）結合当事企業の名称及びその事業の内容 

 名称    ビムーブ株式会社

 事業の内容 動画配信ASPサービスの開発・提供 

（2）企業結合日 

 平成28年４月１日 

（3）企業結合の法的形式 

 当社を存続会社とし、ビムーブ株式会社を消滅会社とする吸収合併 

（4）結合後企業の名称 

 株式会社Jストリーム 

（5）取引の目的を含む取引の概要 

当社は、今後の需要の増大が見込まれる法人向け動画配信サービスについて、更に効率的な提供、販売展

開を行い業容拡大に繋げることを目的とし、その為に一体となり更なる経営の効率化を進めるため、当社を

存続会社として吸収合併いたしました。 

 

２．実施する会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。 
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